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　皆さんのご自宅や職場では災害に備えた準備ができていますか？
　日本は自然災害が発生しやすい国であり、特に地震大国と呼ばれています。東日本大震災や胆振東部地震、
奥尻島では南西沖地震など、地震はいつどこでどのように発生するかわかりません。
　つい最近では、令和６年１月１日に石川県能登半島にて最大震度７の大きな地震が発生し、多くの死者、
負傷者が出ました。揺れは阪神・淡路大震災に匹敵するものであり、熊本地震より大きい規模の地震でした。
　このような巨大地震や台風などの災害が発生した際には、自分自身や家族の尊い生命・財産を守るために、
いつでも冷静に行動できるよう日頃から災害に備えるとともに、災害に対する知識や心得を身に着けておく
ことがとても大切です。
　今回は地震に着目したポイントを紹介しますので、再確認してください。

〈地震に備えて命を守るポイント〉

１．家の中で地震が発生したら ４．海の近くにいたら

５．車や乗り物に乗っていたら

２．外で地震が発生したら

３．火の始末

・�玄関や窓などを開けて、いつでも逃げられる出口
を確保しましょう。

・�丈夫な机やテーブルの下にもぐるなど、身の安全
を確保しましょう。

・�２階にいるときは慌てて階段を駆け下りないよう
にしましょう。

・�海岸で地震の揺れを感じたらすぐに高台に避難し、
津波の情報を確認しましょう。

　�高台のない場所にいるときはできるだけ海から遠
くへ避難しましょう。

・�車に乗っているときは道路の左側に寄せて車を停
車させ、地震や津波情報を確認しましょう。避難
する際は車から出て高台に避難しましょう。

・�電車やバスに乗っているときは乗務員などの指示
に従いましょう。

・�窓ガラスや看板などの落下物に注意して、バック
やかばんなどで頭を守り安全な場所に避難しましょ
う。

・�ブロック塀や自動販売機などの倒れそうなものに
は近づかないようにしましょう。

・グラッときたら火の始末
　�ガス器具やストーブの火を消しましょう。大きな
揺れの時は火を消すことは困難です。揺れがおさ
まるのを待って消しましょう。また、津波注意報、
警報が出た場合はすぐ避難しましょう。

　大雨や気温の上昇により積雪が解ける現象を「融雪（ゆうせつ）」とい
います。
　標高の高い地域を中心に雪の残る時期に雨が降ると、少ない雨でも雪
解け水が加わるため低い土地の浸水や土砂災害、河川の増水やなだれが
発生します。
　このような場合、気象台では融雪注意報を発表します。また、同時に
大雨が予想されるとき、重大な災害に発展することがありますので注意・警戒が必要です。
　また、雪解けが進むと積雪が滑り落ちやすくなります。なだれや屋根からの落雪にも注意が必要です。
　被害を未然に防ぐために防災気象情報の確認と、災害への備えとして土砂災害や浸水害、洪水害の危険性
が認められる場所を、町のハザードマップで確認しておきましょう。

奥尻消防署通信奥尻消防署通信奥尻消防署通信奥尻消防署通信 地　震地　震

まずは落ち着いて、
自分自身を守る行動を
とりましょう！！

融雪について
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を開催します！

みんなで集まり、楽しみながらこころもカラダも元気にしていきましょう。
※毎月の広報おくしりにて日時や内容をお知らせしていきます。

お元気サロンお元気サロンお元気サロンお元気サロンお元気サロン

おしゃべりだけでもOK！お待ちしています。

介護予防
教室

『レクリエーションで体と頭の体操』

問い合わせ先　保健福祉センター包括支援係　2-3381

会　　　場 開　催　日 時　　　間

保健福祉センター ３月１２日（火） 10：00～ 11：30

青苗支所 ３月１５日（金） 13：30～ 15：00
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見つけた！まちのゼロカーボン見つけた！まちのゼロカーボン Vol.6

【お問い合わせ先】ゼロカーボン推進課　☎ 01397-2-3410

　ゼロカーボンを見つけました！
　今回は、奥尻町役場の新庁舎について、ご紹介します。
　令和６年GW明けの供用開始を目指して、昨年度から役場庁舎の建設工事が
始まりました。なんと建設工事は今月下旬で終わる予定です。
　寒い中、作業をしてくださっている作業員の皆様、ありがとうございます。
新庁舎で仕事ができる日を心待ちにしています！
　さて、新庁舎は、環境にやさしい庁舎であることをご存じでしょうか。
　どんなところがやさしいかというと・・・
　☀　暖房：�木質バイオマスボイラーを導入します。島内で発生した間伐材

の廃材を活用します！
　☀　冷房：�地下100mの位置から地下の冷熱を吸い上げる地中熱ヒートポン

プを活用した冷房を導入します。
　　　　　　�地下10m～ 100m位は、年間を通してほぼ15℃と一定です。

地中に穴を掘り、そこに熱交換器を入れ、冷房時は地中熱ヒー
トポンプによって、建物内の熱を奪い、奪った熱を地中に放熱
します。地中と地上の温度差を利用するため、無駄がなく、省
エネ効果が非常に高い技術です。

　☀　外壁・屋根の断熱：�外の暑さや寒さを遮り、室内を一定の温度に保つ効果があるため、暖房・冷房
の使用が抑えられます！

　☀　LED照明の導入：白熱電球や蛍光灯よりも寿命が長く、消費電力が少なく済みます！
　☀　太陽光発電の導入：役場で使う電力を補うほか、災害時でも対応する電力を賄います！
　このような技術の導入は、地球温暖化の原因となる二酸化炭素の排出量の削減につながります。この環
境にやさしい新庁舎が、奥尻町の脱炭素化に勢いをつけてくれることを願っています！


